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1.	 研究の背景と目的
　観光における人間と動物の関係を主題とした研究
が行われるようになった背景には，人文社会科学全
域における動物への関心の高まりをみることができ
る．人間と動物の関わりを社会や文化の観点から新
た に 捉 え 直 そ う と す る 試 み は，Human-Animal 
Studies（以下 HAS）と呼ばれ，学際的な研究領域
を形成している．HAS は人間社会において，動物
の生がどのように関与しているのかに関心を置き，
社会に参加する主体として動物をみなし考察を行う
点に特徴がある．海外においては，この HAS のも
とに人間と動物の関係を対象とした観光研究が着手
されている．
　HAS における観光研究の対象は広範囲に渡るが，
共通しているのは，観光という人間活動が前提と
なったうえで議論が行われている点である．つまり，
観光を人間特有の社会・文化的な活動に位置づけ
て，そこにおける人間と動物の関係を研究対象とし
ている．そのため，HAS における問いは，「人間が
0 0 0
観光という活動を用いてどのように動物との関係を
築いているのか」となる．
　しかし，このように観光を人間活動の側面からみ
るだけでは，シカたちの日々の営みや生存戦略のな
かに当然のものとして観光が組みこまれているよう
な奈良公園の状況は上手く掬いとることができな
い．観光を人間特有の文化的行為としてシカたちの
外側に据えるのではなく，代わりにヒトという種と
シカという種の関係のなかに位置づける必要がある．
　そこで本論では，ヒトとシカの相互依存的な関係
を捉えるために，複数種の民族誌の方法論を援用し
た．この「複数種」という語には，人間という「単
一種」の視点から考察を行う代わりに他の種との関
係から現象を捉える試みが含まれている．そのため，
複数種の民族誌の視点を用いることで，「奈良公園
におけるヒトとシカの関係を事例に，種間の関係か
ら観光を捉え直すこと」が可能となる．つまり，ヒ
トとシカの諸関係のなかにおいて一定の特性を持つ
部分が観光とみなされていると考える．よって，本
論が扱うのは「観光における関係」ではなく，「観
光という関係性」となる．以上の目的から，最後に
本論の問いを 2 つ提示する．
　1 つ目の問いは，この「観光」とされる関係性と
はどのような性質を持つのか明らかにすることであ
る．2 つ目の問いは，「観光」におけるヒトとシカ
の相互行為の内実についてである．観光という関係
性がどのように形成されているのか，そして，この
関係性においてヒトとシカは双方にとってどのよう
な存在として現れているのかについて考察を行った．
2.	 研究の方法と手続き
　本研究のデータは，2016 年から 2017 年にかけて
計 6 回行われた奈良公園における，短期的かつ断続
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的なフィールドワークをもとにしている．現地調査
では，「奈良のシカ」に関わるステークホルダーへ
のインタビュー，商店への聞き取り，公園内での定
点観察，イベントへの参加を行った． 
3.	 研究の概要
　本研究は，序論，結論を含めた 6 章構成である．
　序論は，本論の背景，目的，方法を記述した．
　続く 1 章では HAS と複数種の民族誌を中心に先
行研究の整理を行い，序章で提示した「奈良公園に
おけるヒトとシカの関係を事例に，種間の関係から
観光を捉え直すこと」という本論の目的が意図する
ところを明確にした．
　2 章では，フィールド概要として現代にいたるま
での奈良公園におけるヒトとシカの歴史の大枠と現
状を概観した．奈良公園一帯におけるヒトとシカの
歴史から明らかになるのは，それぞれの行為や社会
の変化によるヒト－シカ双方への影響が折り重なる
ようにして現在の関係が形成されていく様子であ
る．奈良公園における現状は，シカが人間社会の影
響のなかで生態系を形成し，そして人々がその状態
を維持しようと時代ごとに制度や言説を駆使してき
た 1 つの結果である．
　種と種によって築かれる関係は平等なものとは限
らず，奈良公園においてもヒトの優位が目立つ．し
かし，相互行為は相手がいなければ成立しないこと
からヒトとシカは依存し合う関係でもある．相互行
為を行うなかで双方が作り出す関係性のあり方は複
雑に絡み合いながら奈良公園を形成していく．
　当然，ヒトとシカの生活圏が重なることは様々な
困難や葛藤をもたらす．そのため，奈良公園のシカ
は他の野生のシカとは区別される，特別な「野生」
のシカである必要が生じる．
　そこで 3 章では，制度的な存在である「奈良のシ
カ」に焦点をあて，人びとの関係のなかに現れる「奈
良のシカ」の多様性について分析した．天然記念物
制度は，「人慣れしたシカ」という条件によっての
み「奈良のシカ」を定義づけたため，奈良公園周辺
におけるシカの捕獲において混乱が生じ訴訟にまで
発展した．また，「野生動物でありながら高度に人
慣れしている」という条件は，ヒトと常に関わるこ
とを「奈良のシカ」に要求し，複数の関わりをヒト
との関係のなかで築くことになる．観光客や保護に
あたる人びと，地域住民はそれぞれシカと異なる距
離感で接しており，シカの「野生」の意味も，シカ
がどのような存在であるのかに対しても複数の見解
が生じる．つまり，ヒトとの関わりのなかで「奈良
のシカ」という存在は複相的に形成されていく．
　4 章ではヒトとシカの対面相互行為に焦点をあ
て，短期的な観光客とシカの関係と，長期的な地域
の人びととシカの関係を対比しながら考察した．ヒ
トとシカが相互行為を行うには「顔」を持つことを
求められるが，観光客と地域の人びととでは「顔」
の意味するところ，すなわち，「顔」のあり方は異
なる．地域の人びととシカの長期的な関係において
「顔」は個を意味するが，観光客とシカの間におい
ては，行為が可能かどうかの相手を意味することに
なる．しかし「顔」を持つことは，相互理解の形成
が難しい短期的な関係においても，無視することの
できない他者性を相手に喚起させるものでもある．
4.	 結論
　1 つ目の問いである，観光という関係性の特徴と
して，次の 2 点をあげた．1 点目は，奈良公園にお
けるヒトとシカの関係を恒常的に維持し，日常を形
成するような「流動性」である．2 点目は，双方の「無
理解・無関心」である．無理解・無関心であること
は，鹿害に関する地域の葛藤や愛護の難しさを常態
化させてきたが，同時に，ヒトとシカが共にいる奈
良公園の景観の維持や，システムの形成にも関わる．
　以上の 2 つの性質を持った関係性においては，「観
光客」と「奈良のシカ」という存在のもとにヒトと
シカの相互行為が行われていた．観光という関係の
伝達を行う過程で，双方が自らを種へ帰属させるこ
とにより，それぞれの存在は維持されている．しか
し，行為を遂行するのは個と個であり，生身の身体
を伴った相互行為からは予測不能な他者の姿を見出
すことになる．
　観光を関係性から捉える視座は，観光における種
の相互依存性と創造，あるいは逸脱について考察を
行うことへと通じるのである．■
